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得し、８月に東京で行われるＪＡＰＡＮ ＣＵＰ２０１６日本選手権大
会への出場が決まっています。チームのはじけるような笑顔と、明る
い掛け声が体育館中に響きます。
元気な学生の姿に、熊本、熊大の復興への思いを託しました。
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立ち上がり、
考え、行動した。 と熊大 熊本地震

　熊本地震を経験して私たちは、様々な課題に直面しました。

　大きな課題はマネジメントです。効果的なボランティアに

は組織だった動きが求められ、そのためには「司令塔」が欠か

せません。発生直後の混乱時でも指示を出す人とそれを受け

て活動する人にきっちり役割分担できたことが、円滑な支援

につながりました。ボランティアに携わる人が無理なく動き

続けるためには、いわゆるシフト制をしくことも求められま

した。さらに情報のマネジメントも重要です。物資が不足し

ているのはどこか、人手を必要としているのはどこか。学生

たちはＳＮＳ  を使い最新の情報を共有することで的確な物資

の供給を支援し、効果的なボランティア支援も行っています。

　地震で学校や幼稚園・保育園は休みになり子どもの受け入れ

先もありませんでした。このことは、教職員の家庭でもおこ

りました。休校（園）時の子どもたちの世話もまた、大きな課

題でした。ここでも学生たちが工夫し、活躍してくれました。

　熊大通信６１号は、立ち上がり、考え、行動した学生と熊

大の様子を特集しました。地震から学んだことは、学生にとっ

ても大学にとっても大きな力になると考えています。

平成28年熊本地震の規模および被害
平成28年4月14日、そして16日。2度連続の最大震度7という、我が国の観測史上例のない大地震が

熊本で発生し、熊本県下にかつてない被害をもたらしました。混乱の中、本学では、災害対策本部

を設置し、学生と教職員の安否や建物被害の状況確認など対応に着手。その一方で、学生たちは日

頃の団結力を活かし、それぞれのキャンパスや各被災地での避難所などに多大な力を発揮しました。

地震の規模
【4月14日21:26以降に発生した震度6弱以上の地震】

4月14日 21:26　　震度7　　熊本県熊本地方

　　　　　　 22:07　　震度6弱　熊本県熊本地方

    15日 0:03　    震度6強　熊本県熊本地方

    16日 1:25  　  震度7　　熊本県熊本地方

　　　　　   1:45　    震度6弱　熊本県熊本地方

         　　  3:55  　  震度6強　熊本県阿蘇地方

　　　　 　  9:48  　  震度6弱　熊本県熊本地方

本号の発刊にむけて

写真／①黒髪避難所の運営本部打合せ ②熊助組の活動 ③本荘避難所の掲示の一部
　　　④黒髪避難所にて保健学科の活動 ⑤教育学部の活動 
　　　⑥避難者が集まる本震直後の武夫原グラウンド（４月16日午前３時）

＊ＳＮＳ
ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。 社会的な繋がりを作り出せるサービス
のこと。登録し、誰かと繋がり、日記やメッセージを書いたり、誰かのメッセージに
コメントをつけたりすることで、情報交換や会話をすることができる。

熊大通信編集委員長

大日方 信春
おびなた  のぶはる

熊本県の被害

熊本大学の被害

死者  75 人（震災の影響死を含む）
行方不明者 1 人
重軽傷者　　 1,883 人
全壊　　 8,241 棟
半壊　　　　　　25,663 棟
避難所　　　　　99カ所
　　　　　　　　（最多855ヵ所＜4/17 9:00＞）
避難者数最大　　4,717 人
　　　　　　　　（最多183,882人＜4/17 9:00＞）

死者　　　　　0人

重軽傷者　　　108人
　　　　　　　(学生 97人、教職員 11人 )

【学生の住居被害】

4 月 16 日～ 28 日まで上水道および都市ガスが
供給停止、電力は通常どおり供給

立ち入り禁止建物　　　　　　5棟
（国指定重要文化財 3 棟、工学部 1 号館、外来臨            
床研究棟）
要修理および修理不能設備　　2,432 件

全壊 　　　　　15人

大規模半壊   　6人

半壊 　　　 　108人

一部損壊　　 　2,065 人

※7月11日16:50　熊本県地震対策本部第119報資料より

○阿蘇地域の交通網の遮断（橋桁やトンネル、道路の崩落）
　や貴重な観光資源（熊本城や阿蘇神社、水前寺成趣園
　など）にも大きなダメージを受けた。

＜学生の被災状況等調査による＞

2

3

4 5

6

＊（4/27 に全学生、4/22 に全教職員に確認終了）

（上下水道の供給停止期間中一部のキャンパスでは井戸水を供給し対応）

＜7/20 時点＞

＜7/20時点＞

1

五高記念館の倒壊した煙突

工学部研究棟Ⅰ 11階実験室

理学部図書室の書棚
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留
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は
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︑
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︒
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︑
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︒
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︑﹁
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︑
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︒
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︑
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﹂
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︒
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︑
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快
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︑
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︑
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ま
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︒
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︑
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つ
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が
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も
日
常
に
戻
る
た
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楽
し

い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
︒　

体育会
学内におけるスポーツ振
興を図る学生団体。会員
数は約 4000 人を誇る。

紫熊祭実行委員会
黒髪キャンパスの大学祭

（紫熊祭）の実行委員会。

生協組織部
組合員がより快適な生活
を送れるようにサポート
する大学生協の学生組織。

志法会
法律の勉強を通して交流
を深める法学部公認サー
クル。

　

熊
大
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え
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︒
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０
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︑
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︑
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︑
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︑
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０
０
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︒
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︑
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た
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︒

　
﹁
も
と
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と
︑
体
育
会
︑
紫
熊
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行
委

員
会
︑
生
協
組
織
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は
一
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に
取
り
組
む
こ

と
が
多
い
ん
で
す
︒
だ
か
ら
︑
緊
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時
に
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ま
と
ま
り
や
す
か
っ
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と
思
い
ま
す
﹂︒
こ

う
語
る
の
は
︑
体
育
会
の
幹
事
長
を
務
め
る

山
﨑
皆
実
さ
ん
で
す
︒
被
災
し
て
す
ぐ
は

サ
ー
ク
ル
単
位
で
動
い
て
い
た
学
生
た
ち
で

す
が
︑
午
前
３
時
頃
に
は
各
団
体
代
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が
集

ま
っ
て
避
難
所
運
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本
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発
足
︒
同
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学
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分
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︑
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導
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︑
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︑
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︒
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︑
話
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︒

　
﹁
そ
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も
︑教
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部
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涯
ス
ポ
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ツ
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た
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︑
医
学
部
保
健
学
科
の
学
生
も
最

初
か
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れ
ま
し
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︑

紫
熊
祭
実
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委
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︒
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学
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れ
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法
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庄
野
智
之
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︑﹁
志
法
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は
日

頃
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他
団
体
と
か
か
わ
ら
な
い
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で
す
が
︑

学
生
は
団
結
力
が
あ
り
ま
す
か
ら
︒
熊
大

の
避
難
所
は
学
生
が
運
営
し
て
い
る
た
め

か
︑
特
に
明
る
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
﹂

　

生
協
組
織
部
の
柴
田
昌
樹
さ
ん
は
︑﹁
学

生
の
運
営
本
部
解
散
の
時
︑
挨
拶
を
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避
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︒
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象
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︒
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も
さ
ん
が
熊
大
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︑
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︒
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え
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﹁
こ
う
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非
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事
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で
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︑
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え
る
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と
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じ
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︒
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︑
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﹂
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ん
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そ
れ
ぞ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
行
︒﹁
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Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
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散
に
は
問
題
も
あ
り

ま
し
た
が
︑
本
部
解
散
以
降
の
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ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
︑
ラ
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ン
や
ツ
イ
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ー
で
呼
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け
る
と
最
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で
も
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人
は
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ま
っ
て
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で
助
か
り
ま
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た
﹂
と
話
す
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は

衛
藤
さ
ん
で
す
︒
学
生
た
ち
は
︑
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難
者

が
眠
る
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の
見
張
り
番
な
ど
も
担
当
︒
彼

ら
の
力
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
地
域
住
民
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よ
り
安
心
で
き
る
避
難
所
と
な
り
ま
し
た
︒

﹁
僕
た
ち
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
悩
ん
だ

時
︑
頼
れ
る
大
人
も
い
て
く
れ
ま
し
た
︒

政
策
創
造
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
の
安
部
美

和
特
任
助
教
も
そ
の
一
人
︒
混
乱
の
中
︑

知
識
や
経
験
が
豊
富
で
安
心
で
き
る
存
在

だ
っ
た
の
で
︑
こ
ん
な
人
に
な
り
た
い
と
︑

ち
ょ
っ
と
し
た
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
﹂
と

柴
田
さ
ん
︒
厳
し
い
出
来
事
な
が
ら
︑
座

学
で
は
得
ら
れ
な
い
多
く
を
学
ん
だ
学
生

た
ち
︒
巣
立
っ
た
後
は
︑
社
会
を
支
え
る

頼
も
し
い
存
在
に
な
っ
て
く
れ
そ
う
で
す
︒

安部美和
政策創造研究
教育センター

山﨑皆実

体育会第57代幹事長
理学部理学科４年

やまさき みな  み

さん 衛藤豊

紫熊祭実行委員会委員長
教育学部中学校教員養成課程３年

え  とうゆたか

さん

庄野智之
しょうの とも ゆき

柴田昌樹

生協組織部
理学部理学科３年

しば  た  まさ  き

さん さん

志法会
法学部法学科３年

自
ら
気
づ
き
︑動
い
た
学
生
た
ち

　
自
宅
か
ら
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ず
︑
私
が
黒
髪
キ
ャ
ン
パ
ス
の
避
難

所
に
着
い
た
の
は
16
日
の
午
前
7
時
頃
︒

す
で
に
学
生
た
ち
は
ど
の
団
体
が
何
を
す

る
か
役
割
分
担
も
で
き
て
い
た
の
で
︑
各

役
割
の
ブ
ー
ス
設
置
と
シ
フ
ト
を
組
ん
で

対
応
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
︒

　
私
は
災
害
復
興
政
策
が
専
門
で
す
︒
外

国
人
避
難
者
向
け
の
ブ
ー
ス
を
別
に
設
置

す
る
と
か
︑
混
乱
を
避
け
る
た
め
支
援
物

資
の
置
き
場
所
と
配
布
場
所
を
運
営
本
部

か
ら
離
す
な
ど
︑
予
測
で
き
る
こ
と
に
は

対
応
し
て
︑
あ
と
は
適
宜
動
き
ま
し
た
が
︑

学
生
た
ち
自
ら
が
本
当
に
よ
く
気
づ
い
て

働
い
て
く
れ
ま
し
た
︒
避
難
所
を
閉
め
る

時
は
︑
解
散
は
名
残
惜
し
い
と
言
っ
て
く

れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
︑
こ
れ
か
ら
は
た

ま
に
熊
大
に
散
歩
に
来
ま
す
と
言
っ
て
下

さ
っ
た
方
も
︒
学
生
た
ち
は
今
回
の
こ
と

を
振
り
返
り
︑
後
輩
た
ち
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
記
録
を
残
そ
う
と
し
て
い
ま
す
︒
自

分
が
与
え
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
だ
け
で
な
く
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
避

難
所
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
︑
人
を
動

か
す
時
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
学
生

た
ち
は
学
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

避
難
所
で
は
多
言
語
対
応

地
域
の
外
国
人
の
助
け
に
も

　

黒
髪
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
︑
寮
な
ど
で
暮
ら

す
外
国
人
留
学
生
も
多
数
避
難
し
ま
し
た
︒

真
っ
暗
な
中
︑
は
だ
し
で
部
屋
を
飛
び
出
し

て
し
ま
っ
た
学
生
も
︒
避
難
所
と
な
っ
た
体

育
館
に
は
︑
熊
大
留
学
生
だ
け
で
な
く
地
域

に
暮
ら
す
外
国
人
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
︒
彼

ら
彼
女
ら
に
と
っ
て
の
不
安
は
情
報
不
足
︒

外
国
人
被
災
者
へ
の
対
応
は
︑
東
日
本
大
震

災
な
ど
で
も
課
題
と
な
っ
た
こ
と
で
す
︒

　

留
学
生
ら
は
︑
避
難
所
運
営
に
携
わ
っ

た
政
策
創
造
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
の
安
部

美
和
特
任
助
教
の
助
言
の
も
と
︑
学
生
が

運
営
す
る
避
難
所
運
営
本
部
と
は
別
に
︑

外
国
語
対
応
の
受
付
を
設
置
︒
交
代
で
詰

め
︑
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
交
通
機
関
︑
地
域

の
商
店
の
開
店
状
況
な
ど
の
情
報
を
︑
英

語
︑
中
国
語
な
ど
で
掲
示
︒
ア
ナ
ウ
ン
ス

も
多
言
語
で
行
い
ま
し
た
︒﹁
体
育
館
に
み

ん
な
と
い
る
こ
と
で
安
心
も
で
き
ま
す
︒

留
学
生
自
身
の
た
め
で
も
あ
り
ま
す
が
︑

熊
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
た
め
に
も
活
動

し
た
い
﹂
と
留
学
生
た
ち
︒
熊
大
で
身
に

つ
け
た
日
本
語
力
や
文
化
習
慣
へ
の
理
解

は
︑
非
常
事
態
の
外
国
人
被
災
者
に
と
っ

て
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
︒

留
学
生
が
先
生
に
︒
地
域
住
民

も
参
加
の
異
文
化
体
験

　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
カ
レ
ッ
ジ

オ
ー
プ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
で

は
︑
留
学
生
と
協
力
し
︑
４
月

25
日
か
ら
28
日
ま
で
の
４
日

間
︑
熊
大
生
は
も
ち
ろ
ん
地
域

住
民
も
自
由
に
参
加
で
き
る
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
︒
外
国
語
︑

日
本
語
の
レ
ッ
ス
ン
︑
書
道
や

折
り
紙
な
ど
の
ほ
か
︑
留
学
生

　

黒
髪
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
留
学
生
た
ち
も
協
力
︒
多
言
語
で
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
︑
避
難
所
運
営
に
尽
力
し
ま
し
た
︒

ライフラインや交通機関などの情報を多言語で掲示
し、留学生や地域の外国の方に伝えました。

トルコダンスをみんなで踊る様子

詳しくは、WEBマガジン「KUMADAI NOW（熊大なう。）」でも紹介しています。
URL/http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kouhou/kouhoushi/kumadainow

黒
髪
キ
ャ
ン
パ
ス

多
言
語
と
異
文
化
交
流
で
、留
学
生
も
活
躍

黒
髪
キ
ャ
ン
パ
ス
／
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
カ
レ
ッ
ジ

特任助教
あ   べ    み   わ
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届
か
な
い
支
援
を
学
生
の
力
で
カ
バ
ー

本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
／
働
き
部
隊

備
品
・
施
設
そ
し
て
専
門
知
識

薬
学
部
な
ら
で
は
の
支
援

大
江
キ
ャ
ン
パ
ス

を
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
こ
と
を
片
っ

端
か
ら
や
っ
た
感
じ
で
す
﹂
と
今
福
さ
ん
︒

薬
学
部
長
や
東
日
本
大
震
災
で
の
避
難
所

支
援
の
経
験
が
あ
る
先
生
と
避
難
し
て
き

た
学
生
が
中
心
と
な
り
︑
避
難
所
運
営
は

始
ま
り
ま
し
た
︒
薬
学
部
だ
け
の
キ
ャ
ン

パ
ス
な
の
で
先
生
と
学
生
の
距
離
が
近
い

こ
と
が
︑こ
の
非
常
時
に
活
か
さ
れ
ま
し
た
︒

薬
学
専
門
学
校
時
代
か
ら
地
元
に
密
着
し

た
歴
史
が
あ
る
薬
学
部
だ
け
に
近
所
の
住

民
も
大
変
協
力
的
で
し
た
︒今
福
さ
ん
は﹁
貴

重
な
経
験
を
し
ま
し
た
︒
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
︒
手
伝
い
た

い
け
ど
︑
何
を
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
人
も
い
ま
す
︒
そ
う
い
う
人
に
も
指
示

を
出
せ
る
よ
う
に
﹂
と
話
し
ま
す
︒

　
﹁ 

薬
学
部
が
避
難
所
で
良
か
っ
た
﹂﹁
薬

室
か
ら
ポ
リ
容
器
な
ど
を
集
め
て
池
の
水

を
使
う
こ
と
で
︑
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
﹂︒
食
糧
へ
の
不
安
は
︑
他
の
国

立
大
学
︑
共
同
研
究
先
の
企
業
や
県
外
の

卒
業
生
が
い
ち
早
く
動
き
支
援
物
資
が
届

き
︑
早
期
に
解
消
さ
れ
た
そ
う
︒﹁
県
外
に

早
め
に
避
難
し
た
学
生
も
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
募
金
活
動
を
し
て
︑
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
よ
﹂
と
話
し
ま
す
︒

緊
急
事
態
に
も
重
要
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　
﹁
本
震
直
後
は
︑
何
を
し
た
ら
い
い
か
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑
と
に
か
く
こ
れ

バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や

健
康
状
態
把
握
に
奮
闘

　

避
難
者
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
た
本
荘
キ
ャ
ン

パ
ス
︒
そ
の
中
に
は
︑
高
齢
者
や
車
い
す
の

人
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
︒混
乱
の
中
︑

近
隣
に
住
む
学
生
た
ち
や
駆
け
つ
け
た
教
職

員
ら
は
︑保
健
学
科
が
保
有
す
る
毛
布
や
枕
︑

紙
お
む
つ
な
ど
を
配
布
す
る
た
め
︑
階
段
を

何
度
も
行
き
来
し
て
運
搬
︒
避
難
者
の
バ
イ

タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
︑一
人
ひ
と
り

の
支
援
必
要
度
を
把
握
す
る
た
め
の
聞
き
取

り
調
査
も
実
施
し
︑
緊
急
を
要
す
る
人
は
医

学
部
附
属
病
院
へ
搬
送
し
ま
し
た
︒

　

介
護
者
の
い
な
い
車
い
す
の
人
は
︑
学

生
ら
が
協
力
し
マ
ッ
ト
に
移
す
な
ど
の
介

助
を
行
い
ま
し
た
が
︑
中
に
は
︑
長
時
間

そ
の
ま
ま
避
難
所
に
い
る
と
次
の
病
気
を

発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
人
も
︒

行
政
に
福
祉
施
設
等
へ
の
受
け
入
れ
を
依

頼
す
る
も
３
日
以
上
が
経
過
︒
こ
れ
以
上

は
待
て
な
い
と
判
断
し
た
教
職
員
ら
は
︑

手
分
け
し
て
学
生
の
実
習
先
へ
連
絡
し
︑

受
け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

支
援
が
届
か
な
い
中
︑
学
生
と
教
職
員
ら

は
専
門
性
を
フ
ル
活
用
し
奮
闘
︑
避
難
者

へ
の
対
応
に
あ
た
っ
た
の
で
す
︒

約
１
０
０
人
が
即
集
合

ほ
か
の
避
難
所
を
応
援

　

本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
た
一
人
︑
医
学

科
５
年
の
山
元
康
寛
さ
ん
は
︑
ほ
か
に
も

体
が
不
自
由
な
避
難
者
が
い
る
避
難
所
や

物
資
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
と

考
え
︑﹁
医
学
部
生
に
︑
ほ
か
の
避
難
所

の
支
援
が
必
要
だ
と
呼
び
掛
け
た
ん
で

す
︒
18
日
に
は
２
０
０
人
く
ら
い
の
グ

ル
ー
プ
が
で
き
︑
19
日
に
は
約
１
０
０
人

が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
﹂︒
彼
ら
は
﹁
働

き
部
隊
﹂
と
し
て
︑
物
資
を
届
け
る
︑
運

営
が
困
難
な
と
こ
ろ
を
助
け
る
︑
指
定
以

外
の
避
難
所
を
探
す
と
い
う
３
つ
を
中
心

に
活
動
を
始
め
ま
し
た
︒

　

そ
ん
な
指
定
以
外
の
避
難
所
だ
っ
た
中

央
消
防
署
で
奮
闘
し
て
い
た
の
が
︑
保
健

学
科
４
年
の
瀬
口
優
香
さ
ん
で
す
︒﹁
実
習

中
だ
っ
た
か
ら
医
療
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
い

ま
し
た
︒
け
が
人
の
応
急
処
置
な
ど
を
す

る
の
に
︑
先
生
に
メ
ー
ル
を
入
れ
た
ん
で

す
︒
す
る
と
︑
先
生
が
山
元
さ
ん
に
連
絡

を
し
て
く
れ
ま
し
た
︒
働
き
部
隊
が
︑
行

政
の
支
援
が
届
か
な
い
私
た
ち
の
避
難
所

を
助
け
て
く
れ
た
︒
本
震
後
の
一
週
間
は
︑

私
と
も
う
二
人
の
学
生
の
三
人
だ
け
で
避

難
者
の
血
圧
や
飲
み
忘
れ
な
ど
が
な
い
よ

う
に
薬
の
管
理
を
し
た
ん
で
す
︒
食
糧
や

　

本
震
後
︑
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
︑
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
も
含
ま
れ
た
地
域
住

民
を
学
生
と
教
職
員
ら
が
支
援
︒
そ
の
ほ
か
︑
医
学
部
生
ら
が
中
心
と
な
り
︑
学
外
の
避

難
所
を
支
援
す
る
グ
ル
ー
プ
﹁
働
き
部
隊
﹂
も
活
躍
し
ま
し
た
︒

山元 康寛

医学部医学科5年

やまもと   やす ひろ

さん

さん小川 純平

医学部医学科2年

お　がわ じゅんぺい

さん

水
も
ま
っ
た
く
届
か
ず
︑
働
き
部
隊
の
支

援
が
な
か
っ
た
ら
自
分
た
ち
が
ど
う
動
け

た
か
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
﹂︒

　

地
震
直
後
は
支
援
物
資
の
偏
り
が
課
題
に

な
り
ま
し
た
︒
働
き
部
隊
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
う
ま

く
活
用
す
る
一
方
︑
自
分
た
ち
の
足
で
情
報

収
集
︒
20
カ
所
以
上
の
避
難
所
を
支
援
し
ま

し
た
︒﹁
働
き
部
隊
以
外
に
も
︑
附
属
病
院

の
職
員
の
子
ど
も
さ
ん
の
学
童
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
︑
避
難
生
活
を
送
る
子
ど
も
た
ち

へ
の
音
楽
会
も
医
学
部
生
が
開
催
し
ま
し

た
︒
み
ん
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
い
︒
見
て

い
て
す
ご
い
と
感
じ
ま
し
た｣

と
︑
ほ
か
の

医
学
部
生
の
活
躍
に
も
言
及
す
る
山
元
さ

ん
︒
同
じ
く
働
き
部
隊
で
活
動
し
た
医
学
科

２
年
の
小
川
純
平
さ
ん
も
﹁
僕
は
大
き
な
声

を
出
し
て
人
を
引
っ
張
る
タ
イ
プ
で
は
な
い

け
ど
︑
毎
日
避
難
所
で
活
動
し
て
い
る
う
ち

に
顔
を
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な
︑
そ
ん
な

息
の
長
い
支
援
が
で
き
た
ら
﹂と
話
し
ま
す
︒

孤
軍
奮
闘
し
た
毎
日
も
︑
支
え
あ
っ
た
毎
日

も
︑
将
来
医
療
の
プ
ロ
と
な
る
彼
ら
の
大
き

な
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
︒

瀬口 優香

医学部保健学科4年

せ  ぐち　  ゆ　か

さん

大
い
に
役
立
っ
た
薬
学
部
備
品

　
﹁
本
震
の
時
は
体
育
館
が
停
電
し
︑
真
っ

暗
な
中
に
何
百
人
も
の
人
を
入
れ
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
︒
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
車
の
ラ
イ
ト
で
照
ら
し
︑
そ
こ
に
避
難

し
て
も
ら
い
ま
し
た
﹂︒
当
初
の
混
乱
を
こ

う
話
す
の
は
︑
大
学
院
薬
学
教
育
部
博
士

課
程
１
年
の
今
福
匡
司
さ
ん
で
す
︒
前
震

で
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
た
研
究
室
な
ど

を
片
付
け
た
矢
先
の
深
夜
の
出
来
事
︒﹁
大

き
な
け
が
を
し
た
市
民
の
方
が
キ
ャ
ン
パ

ス
に
や
っ
て
き
て
い
ま
し
た
︒
何
人
か
の

学
生
は
︑
キ
ャ
ン
パ
ス
の
周
辺
の
家
を
一

軒
一
軒
回
り
︑
薬
学
部
に
避
難
で
き
る
こ

と
を
伝
え
ま
し
た
︒
薬
学
部
に
は
模
擬
薬

局
と
い
う
も
の
が
あ
り
︑
ベ
ッ
ド
や
薬
が

あ
る
ん
で
す
︒
救
急
車
は
来
な
い
た
め
︑

先
生
や
大
学
院
生
が
こ
こ
で
応
急
処
置
を

し
︑
車
で
病
院
に
搬
送
し
て
い
ま
し
た
︒

避
難
所
の
衛
生
管
理
や
お
く
す
り
手
帳
を

活
用
し
た
支
援
な
ど
︑
そ
れ
は
薬
学
部
な

ら
で
は
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
︒
断
水
で
︑

ト
イ
レ
の
衛
生
状
態
が
悪
い
時
︑
各
研
究

　

地
域
の
人
々
の
避
難
所
と
な
っ
た
薬
学
部
の
大
江
キ
ャ
ン
パ
ス
︒
学
生
た
ち
は
︑
教
員

と
協
力
を
し
て
︑
薬
学
部
と
い
う
利
点
を
生
か
し
︑
学
部
内
に
あ
る
模
擬
薬
局
な
ど
を
活

用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
︒

今福匡司

大学院薬学教育部博士課程１年
いま ふくただ  し

さん

学
部
の
こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
﹂︑そ
ん
な
感

謝
の
声
も
多
く
届
き
ま
し
た
︒
ま
た
︑﹁
将

来
は
薬
学
部
に
行
き
た
い
﹂
と
い
う
子
ど

も
達
か
ら
の
感
謝
の
手
紙
も
も
ら
い
ま
し

た
︒
薬
学
部
に
は
︑
グ
ラ
ン
ド
や
薬
草
園

が
あ
り
︑
避
難
し
た
子
ど
も
達
の
ス
ト
レ

ス
解
消
の
場
に
︒
ピ
ー
ク
時
は
１
０
０
０

人
近
く
の
市
民
に
対
し
て
︑
一
つ
の
学
部

だ
け
で
対
応
し
た
避
難
所
︒
体
育
館
を
一

般
市
民
用
︑
宮
本
記
念
館
を
学
生
用
の
避

難
所
と
分
け
る
こ
と
で
︑
学
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
︑
留
学
生
に
対
す
る
支
援
︑

避
難
食
の
ハ
ラ
ル
︵
宗
教
的
禁
忌
に
ふ
れ

な
い
︶
対
応
な
ど
ス
ム
ー
ス
な
運
営
が
で

き
て
い
た
と
の
こ
と
︒
支
え
合
い
︑
非
常

事
態
を
乗
り
切
っ
た
大
学
と
地
域
に
︑
ま

た
新
た
な
絆
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
す
︒

（左）避難所では宗教
的禁忌にふれない食
品を掲示、多様な文
化や生活習慣に配慮
しました（下）薬学
部内にある模擬薬局

避難者の血圧などを計測し、健康管理に努めました
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仮
説
を
立
て
、支
援
の
課
題
を
現
場
で
解
決

工
学
部
公
認
学
生
災
害
復
旧
支
援
団
体「
熊
助
組
」

建
築
学
科
生
を
集
結
し
避
難
所
施
設
を
支
援

工
学
部
建
築
学
科

先
を
読
み
︑
必
要
な
と
こ
ろ
へ

　
﹁
黒
髪
キ
ャ
ン
パ
ス
の
避
難
所
は
紫
熊

祭
実
行
委
員
会
な
ど
の
学
生
団
体
が
中
心

と
な
っ
て
動
い
て
い
た
の
で
︑
僕
た
ち
は

16
日
の
お
昼
か
ら
︑
全
国
か
ら
の
支
援
物

資
の
一
次
保
管
場
所
で
あ
る
う
ま
か
な
・

よ
か
な
ス
タ
ジ
ア
ム
に
入
り
ま
し
た
﹂︒

こ
う
話
す
の
は
︑
熊
助
組
代
表
の
太
田
光

さ
ん
︒
熊
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
は
県

や
市
の
防
災
訓
練
で
長
く
か
か
わ
っ
て
き

た
熊
助
組
︒
す
ぐ
に
社
協
に
連
絡
を
入
れ
︑

人
手
が
不
足
し
て
い
た
う
ま
か
な
・
よ
か

な
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
と
向
か
っ
た
の
で
す
︒

ス
タ
ジ
ア
ム
に
物
資
仕
分
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
揃
っ
た
後
は
︑﹁
受
け
取
り
側
﹂
を

応
援
す
る
た
め
︑
各
区
役
所
や
老
人
介
護

施
設
な
ど
へ
と
ま
わ
り
ま
し
た
︒

　

当
初
は
車
の
中
だ
っ
た
熊
助
組
対
策
本

部
も
︑
建
物
の
中
に
移
動
︒
市
社
協
と
連

絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
必
要
な
場
所
へ
メ

ン
バ
ー
を
派
遣
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
︒

﹁
熊
本
市
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
立
ち
上
が
る
と
運
営
側
の
ス
タ
ッ
フ
が

不
足
し
た
の
で
︑
熊
助
組
と
︑
僕
が
立
ち

上
げ
た
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
と
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
に
も
行
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
﹂︒
彼
ら
は
︑　

メ
デ
ィ

ア
が
あ
ま
り
取
り
上
げ
な
い
市
町
村
に
は

人
手
が
足
り
な
い
は
ず　

と
予
測
し
︑
各

自
治
体
に
連
絡
︒
要
請
が
相
次
ぎ
︑
メ
ン

バ
ー
ら
が
出
動
し
ま
し
た
︒

今
後
も
︑長
期
的
な
支
援
活
動
を

　

熊
助
組
の
結
成
は
︑２
０
０
７
年
６
月
︒

工
学
部
と
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
学

生
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
︒

﹁
僕
は
︑
土
木
と
防
災
・
減
災
の
あ
り
方

を
熱
心
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
山
田
文
彦

先
生
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
入
り
ま

し
た
﹂
と
太
田
さ
ん
︒
メ
ン
バ
ー
た
ち
は

日
頃
か
ら
︑
防
災
学
習
を
実
施
し
た
り
︑

県
内
で
実
施
さ
れ
る
講
習
会
︑
防
災
訓
練

な
ど
に
も
参
加
し
活
動
し
て
い
ま
す
︒
他

大
学
と
も
交
流
が
あ
り
︑
東
北
大
学
や
長

崎
大
学
な
ど
か
ら
多
く
の
支
援
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
︒﹁
特
に
東
北
大
学
は
２
回
も

来
熊
し
て
く
れ
て
︑
今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ニ
ー
ズ
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
か
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
く
れ
ま
し
た
﹂︒

　

災
害
時
︑
混
乱
し
て
い
る
間
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
す
る
側
と
受
け
入
れ
側
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
起
こ
り
ま
す
︒﹁
重
装
備
の
人

も
い
ま
し
た
が
︑
応
急
判
定
さ
れ
て
い
な

い
う
ち
か
ら
が
れ
き
撤
去
は
で
き
ま
せ

ん
︒
自
分
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
い
と

い
う
人
は
多
い
の
で
︑
最
初
は
難
し
か
っ

た
み
た
い
で
す
︒
で
も
本
来
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
︑
被
災
地
の
た
め
に
何
で
も
す
る
︑

と
い
う
気
持
ち
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
﹂︒

こ
う
語
る
の
は
︑
メ
ン
バ
ー
の
一
人
︑
西

嶋
航
さ
ん
で
す
︒
団
員
の
う
ち
役
員
は
︑

各
地
へ
派
遣
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
も
務
め
て
い
ま
す
︒
大

学
も
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
︑﹁
今

後
も
長
期
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

け
ま
す
﹂︒
必
要
な
時
︑
必
要
な
と
こ
ろ

に
必
要
な
人
を
︒日
頃
の
学
習
や
訓
練
で
︑

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
る
べ
き
姿
を
し
っ
か

り
と
描
く
熊
助
組
を
代
表
す
る
二
人
だ
か

ら
こ
そ
の
力
強
い
言
葉
で
す
︒

　

熊
本
県
全
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
力
を
注
い
だ
の
は
︑
工
学
部
公
認
の
学
生
災
害

復
旧
支
援
団
体﹁
熊
助
組
﹂
で
す
︒
防
災
や
︑
自
然
災
害
時
の
学
生
の
社
会
貢
献
を
目
指

し
活
動
す
る
学
生
団
体
が
︑
本
領
を
発
揮
し
ま
し
た
︒

研
究
室
︑
大
学
を
問
わ
ず

学
生
た
ち
が
集
合

　
﹁
紙
管
間
仕
切
り
シ
ス
テ
ム
﹂は
建
築
家

の
坂
茂
︵
ば
ん
し
げ
る
︶
氏
が
開
発
し
た

も
の
で
す
︒
坂
設
計
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ

の
一
人
が
大
学
院
先
端
科
学
研
究
部
の
田

中
智
之
准
教
授
と
同
じ
研
究
室
出
身
で

あ
っ
た
縁
か
ら
︑
田
中
准
教
授
を
通
し
坂

茂
設
計
事
務
所
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
・
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
支
援
を
申
し
出
︒
設
置
に
大
き
な
力
を

発
揮
し
た
の
が
︑
田
中
研
究
室
の
学
生
を

中
心
と
し
た
学
生
た
ち
で
し
た
︒

　
﹁
田
中
先
生
か
ら
最
初
に
呼
ば
れ
た
の

が
４
月
20
日
︒
そ
こ
か
ら
僕
た
ち
が
研
究

室
︑
大
学
を
問
わ
ず
学
生
に
呼
び
掛
け
︑

最
終
的
に
は
１
９
０
人
く
ら
い
の
グ
ル
ー

プ
に
な
り
ま
し
た
﹂︒
活
動
の
始
ま
り
を

振
り
返
る
の
は
︑
田
中
研
究
室
所
属
の
博

士
前
期
課
程
１
年
・
福
嶋
海
仁
さ
ん
で
す
︒

震
災
か
ら
約
２
カ
月
で
設
置
ユ
ニ
ッ
ト
数

は
１
５
０
０
を
超
え
た
と
福
嶋
さ
ん
︒
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
約
４
カ
月
で
１
８

０
０
と
い
う
数
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
早

い
ペ
ー
ス
で
︑
家
に
帰
る
こ
と
の
で
き
な

い
被
災
者
の
多
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
︒

﹁
避
難
者
と
直
接
話
し
感
想
を
聞
く
こ
と

は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
が
︑
ま
だ
ど
ん
ど

ん
新
し
い
発
注
が
来
て
い
る
か
ら
︑
必
要

と
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
﹂
と
︑
建
築

学
科
４
年
の
下
田
宇
大
さ
ん
も
支
援
の
手

ご
た
え
を
語
り
ま
す
︒

ま
ず
動
く
︑

そ
の
大
切
さ
を
目
の
当
た
り
に

　
﹁
最
初
は
︑
僕
た
ち
が
入
っ
て
く
る
の
を

見
て
何
事
か
っ
て
顔
を
さ
れ
る
ん
で
す
け
ど
︑

設
置
し
終
わ
っ
て
み
る
と
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
そ
う
で
︑自
分
の
場
所
が
で
き
た
と
言
わ

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
﹂
と
下
田
さ
ん
︒

福
嶋
さ
ん
も
︑﹁
震
災
で
︑な
に
か
手
助
け
を
︑

と
思
っ
て
も
な
か
な
か
実
行
で
き
ま
せ
ん
︒

で
も
︑坂
さ
ん
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
い

た
の
で
︑実
際
に
貢
献
で
き
た
の
は
あ
り
が

た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
﹂
と
話
し
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
坂
氏
の
動
き
の
早
さ
が
印
象

　

東
日
本
大
震
災
の
折
に
︑
避
難
所
の
避
難
者
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
空
間
を
提
供
し
た
﹁
紙

管
間
仕
切
り
シ
ス
テ
ム
﹂︒
今
回
︑
熊
本
県
内
の
避
難
所
へ
の
導
入
に
一
役
買
っ
た
の
は
︑

工
学
部
建
築
学
科
を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
で
す
︒

に
残
っ
て
い
る
と
声
を
揃
え
る
二
人
︒﹁
た

ぶ
ん
︑
設
置
が
未
定
の
う
ち
か
ら
資
材
の

発
注
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
︒
建
築
は

熟
考
し
て
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
作
業

で
す
が
︑
緊
急
時
に
は
す
ぐ
動
く
︑
と
い

う
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
︒

今
は
ま
だ
学
生
な
の
で
同
じ
よ
う
に
は
い

き
ま
せ
ん
が
︑
そ
う
い
う
部
分
に
考
え
が

至
る
だ
け
で
も
今
後
が
違
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
﹂
と
福
嶋
さ
ん
︒
い
ろ
い
ろ
な
支

援
の
中
で
﹁
間
仕
切
り
と
い
う
発
想
に
は

建
築
を
や
っ
て
い
る
か
ら
行
き
着
け
る
し
︑

そ
こ
か
ら
実
際
の
行
動
に
移
せ
る
人
も
限

ら
れ
て
い
ま
す
︒
大
学
の
課
題
も
大
変
な

ん
で
す
が
︑
建
築
を
学
ぶ
僕
た
ち
が
や
ら

な
き
ゃ
︑
っ
て
感
じ
で
す
﹂
と
話
す
の
は

下
田
さ
ん
で
す
︒
日
々
の
勉
強
や
課
題
に

追
わ
れ
な
が
ら
も
︑
被
災
さ
れ
た
方
の
た

め
に
︑
土
日
に
加
え
て
平
日
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
費
や
す
日
々
を
送
っ
て
い
ま 

し 

た
︒ 福嶋海仁
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教
育
学
部

震
災
か
ら
生
ま
れ
た
絆

学
生
を
支
え
た
大
学
間
連
携

九
州
大
学
法
学
部

で
す
︒
そ
れ
を
見
た
九
州
大
学
法
学
部
の

南
野
森
教
授
は
す
ぐ
に
受
け
入
れ
を
決

意
︒﹁
福
岡
に
滞
在
で
き
る
学
生
は
九
州

大
学
法
学
部
の
講
義
を
聴
講
し
て
は
ど
う

か
と
︑
大
日
方
先
生
に
提
案
し
ま
し
た
﹂

　

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
と
い

う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
︑
講
義
内
容
も
初
歩
的

で
ゼ
ミ
も
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
︑

受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
と
南
野
教
授
は
話

し
ま
す
︒
さ
ら
に
﹁
法
学
は
︑
大
講
義
室

で
大
勢
が
一
度
に
受
講
す
る
ス
タ
イ
ル
が

多
い
︒
学
生
が
２
０
０
人
か
ら
２
１
０
人

に
増
え
た
と
こ
ろ
で
︑
だ
れ
も
迷
惑
は
し

な
い
︒
非
常
時
で
す
か
ら
︑で
き
る
こ
と
を
︑

で
き
る
範
囲
で
や
ろ
う
と
し
た
だ
け
で

す
﹂︒
そ
れ
は
︑
被
災
し
た
学
生
も
同
じ
だ

と
︑
教
授
は
言
い
ま
す
︒﹁
中
に
は
︑
被
災

地
で
頑
張
っ
て
い
る
人
も
い
る
の
に
︑
自

分
だ
け
避
難
し
て
い
い
の
か
︑
と
悩
む
学

生
も
い
ま
す
︒
で
も
︑
こ
ん
な
時
だ
か
ら

こ
そ
︑
静
か
に
落
ち
着
い
て
机
に
座
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
は
大
事
な
ん
で
す
﹂

　

震
災
と
い
う
非
日
常
の
中
で
気
づ
く﹁
日

常
﹂
の
価
値
︒
大
学
連
携
が
︑
勉
強
と
い

う
日
常
を
取
り
戻
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

学
生
に
と
っ
て
も

実
習
で
は
得
ら
れ
な
い
体
験

　

学
生
た
ち
の
活
動
は
４
月
25
日
か
ら
５

月
８
日
ま
で
続
き
ま
し
た
︒
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
計
画
し
た
の
は
︑
教
育
学
部
の
藤
中

隆
久
教
授
︒﹁
地
震
の
影
響
で
︑
大
学
が

休
校
に
な
り
そ
の
期
間
私
た
ち
教
員
も
学

生
も
何
を
し
て
過
ご
す
べ
き
か
考
え
た
と

き
に
思
い
つ
い
た
の
が
今
回
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
し
た
﹂
と
語
り
ま
す
︒
藤
中
教

授
に
打
診
さ
れ
た
髙
崎
文
子
准
教
授
が
心

理
学
科
の
学
生
ら
に
呼
び
掛
け
︑Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
し
て
学
生
ら
が
集
ま
り
︑
95
名
が
登

録
し
ま
し
た
︒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
詳
し
い

八
ツ
塚
一
郎
准
教
授
も
加
わ
り
︑
説
明
会

を
開
催
し
て
か
ら
学
生
た
ち
を
９
カ
所
の

小
中
学
校
と
施
設
へ
送
り
出
し
ま
し
た
︒

八
ツ
塚
准
教
授
ら
は
︑﹁
学
生
た
ち
は
︑

教
育
実
習
で
は
経
験
し
な
い
︑
い
ろ
い
ろ

な
年
齢
層
の
子
を
見
る
寺
子
屋
の
先
生
の

よ
う
な
経
験
を
し
ま
し
た
︒
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
時
間
割
を
つ
く
っ
た
り
︑
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
た
り
と
︑
こ
ち
ら
が
予
想
し
た

　

想
定
外
の
地
震
被
害
に
よ
り
︑
熊
本
県
で
は
多
く
の
小
中
学
校
︑
高
校
︑
そ
し
て
大
学
も
長
期
の

休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
︒
そ
こ
で
活
躍
し
た
の
が
教
育
学
部
の
学
生
た
ち
︒95
名
の
学
生
た

ち
が
︑
県
内
９
カ
所
の
小
中
学
校
で
子
ど
も
た
ち
の
相
手
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
︒

学
校
が
休
み
の
間
︑

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り

先
生
に
も
遊
び
相
手
に
も

　

教
育
学
部
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
︑
避

難
所
生
活
を
送
る
子
ど
も
た
ち
や
︑
親
が

仕
事
に
出
か
け
て
し
ま
い
一
人
で
過
ご
さ

ね
ば
な
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
︑

居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
︒

教
育
学
部
生
が
通
っ
た
小
中
学
校
の
う
ち

の
一
つ
︑
託
麻
原
小
学
校
で
活
動
し
て
い

た
の
は
︑
小
学
校
教
員
養
成
課
程
３
年
の

中
嶋
梨
恵
さ
ん
で
す
︒﹁
最
初
は
お
互
い

に
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
︑
授
業
を
し
た

り
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
う
ち
に
︑
打
ち
解

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
大
学
で
は
実

習
以
外
に
子
ど
も
た
ち
と
直
接
か
か
わ
る

こ
と
が
な
い
の
で
︑
自
分
の
学
び
の
場
に

も
な
り
ま
し
た
﹂
と
話
し
ま
す
︒
実
習
で

は
同
じ
年
齢
の
子
ど
も
を
相
手
に
し
ま
す

が
︑
避
難
所
に
い
る
子
ど
も
た
ち
の
年
齢

は
さ
ま
ざ
ま
︒
当
初
は
遊
び
を
中
心
に
し

て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画
も
︑
小
さ
な

子
ど
も
た
ち
と
は
思
い
き
り
遊
び
︑
中
学

生
に
は
勉
強
を
教
え
る
な
ど
︑
学
生
た
ち

は
自
ら
時
間
割
を
作
成
し
活
動
︒
同
じ
く

３
年
の
立
石
敬
信
さ
ん
は
﹁
先
生
と
い
う

よ
り
友
だ
ち
感
覚
で
子
ど
も
た
ち
に
接
し

ま
し
た
︒
教
育
実
習
と
は
違
い
︑
の
び
の

び
と
子
ど
も
た
ち
と
か
か
わ
る
こ
と
が
で

き
て
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
﹂
と
元
気
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
駆
け
回
る
子
ど
も
た
ち
と
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
し
た
︒
同
じ
く
１

年
の
松
原
佑
華
さ
ん
は
︑
大
学
に
入
学
し

た
ば
か
り
︒﹁
怖
い
思
い
を
し
て
元
気
が

な
い
子
ど
も
た
ち
が
気
に
な
る
の
で
︑
学

校
に
行
け
な
く
て
も
楽
し
い
こ
と
が
あ
る

と
思
っ
て
も
ら
い
︑
子
ど
も
た
ち
の
力
に

な
れ
れ
ば
と
活
動
し
て
い
ま
す
﹂
と
語
り

ま
し
た
︒

　

一
時
避
難
を
し
て
、
出
身
地
に
帰
郷
し

た
熊
大
生
の
中
に
は
、
残
し
て
き
た
仲
間

や
、
熊
本
の
現
状
に
思
い
を
は
せ
、
今
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
と
考
え
、
行
動
し
被

災
地
熊
本
の
窮
状
を
訴
え
、
全
国
各
地
で

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
の
中
心
市
街
地
国
際
通
り
に
て
、
募
金

を
行
う
た
め
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
呼
び
か
け
て
集
ま
っ
た

仲
間
と
と
も
に
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た

　

学
生
ら
が
勉
強
や
研
究
の
中
断
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
中
︑
熊
大
法
学
部
生
の
受
け

入
れ
を
行
っ
た
の
は
九
州
大
学
法
学
部
で

す
︒
同
学
部
の
南
野
森
教
授
と
︑
支
援
を

受
け
た
熊
大
法
学
部
３
年
の
野
畑
美
帆
さ

ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
︒

学
生
の﹁
日
常
﹂を
取
り
戻
す
た
め
に

　

熊
本
地
震
で
は
︑
多
く
の
大
学
か
ら
熊

大
に
支
援
が
届
き
ま
し
た
︒
そ
の
中
で
︑

九
州
大
学
法
学
部
が
学
生
の
受
け
入
れ
を

申
し
出
て
く
れ
た
き
っ
か
け
は
︑
熊
大
法

学
部
の
大
日
方
信
春
教
授
が
発
し
た
︑
熊

大
の
被
災
状
況
を
知
ら
せ
る
ツ
イ
ッ
タ
ー

南野 森

九州大学法学部教授
みなみの  しげる

教授

野畑美帆

法学部法学科３年
の　ばた  み　ほ

さん

立石敬信

教育学部小学校教員養成課程３年
たて いし けい しん

さん 中嶋梨恵

教育学部小学校教員養成課程３年
なか しま  り　 え

さん松原佑華

教育学部小学校教員養成課程１年
まつ ばら ゆう  か

さん

辛
い
経
験
︑
で
も
︑

よ
い
刺
激
に
な
っ
た
２
週
間

　
﹁
南
野
先
生
の
動
き
の
早
さ
が
印
象
的
で

し
た
︒
九
州
大
学
で
ゼ
ミ
を
受
け
始
め
て
か

ら
も
︑
た
と
え
ば
文
系
の
図
書
館
も
使
い
た

い
と
要
望
す
る
と
す
ぐ
に
動
い
て
く
だ
さ

る
︒
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
﹂︒
法

学
科
３
年
に
な
っ
た
ば
か
り
で
被
災
し
た
野

畑
美
帆
さ
ん
︒
熊
大
で
は
ま
だ
︑ゼ
ミ
で﹁
自

己
紹
介
を
し
た
程
度
﹂
で
し
た
︒
九
州
大
学

の
支
援
に
よ
っ
て
ゼ
ミ
と
い
う
も
の
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
︑﹁
と
て
も
議

論
が
活
発
で
︑
４
時
40
分
か
ら
︑
夜
８
時
頃

ま
で
続
く
ん
で
す
︒
先
生
も
学
生
も
フ
レ
ン

ド
リ
ー
で
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
﹂

　

野
畑
さ
ん
は
福
岡
の
実
家
か
ら
２
週

間
︑
九
州
大
学
に
通
学
︒﹁
熊
本
に
は
勉

強
で
き
な
い
学
生
も
い
る
の
に
︑
と
い
う

罪
悪
感
も
あ
り
ま
し
た
︒
で
も
南
野
先
生

が
︑
そ
ん
な
こ
と
は
気
に
し
な
く
て
い
い
︑

今
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
や
り
な
さ
い

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
︒
大
変
な
経
験
で

し
た
が
︑
前
向
き
に
と
ら
え
て
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂

時には子どもたちと体を動かすなどメリハリのある
活動を工夫しました

子どもたちの勉強を見る様子

今
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
！

各
地
で
募
金
活
動
を

行
っ
た
熊
大
生

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
関
西
出
身
の
熊
大
生
を

集
め
、
大
阪
市
に
あ
る
熊
大
の
関
西
オ
フ
ィ

ス
を
拠
点
に
し
、
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た

以
上
に
様
々
な
工
夫
を
し
て
く
れ
た
︒
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
も
ら
っ
た
方
も
︑

行
っ
た
方
に
も
意
味
の
あ
る
活
動
に
な
り

ま
し
た
﹂
と
話
し
ま
す
︒
髙
崎
准
教
授
も

﹁
何
か
を
し
た
い
と
み
ん
な
思
っ
て
い
た
︒

そ
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
喜
び
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
﹂︒
大
き
な
収
穫
の

あ
る
経
験
を
し
た
学
生
た
ち
が
︑
教
壇
に

立
つ
日
が
楽
し
み
で
す
︒

（上）熊大生が参加した講
義の様子（左）野畑さんが
参加したゼミの様子

喜友名仁美

文学部コミュニケーション情報学科２年
きゅうな ひとみ

さん多田佳弘

医学部医学科２年

さん

た だ よしひろ

様
々
な
年
齢
に
対
応
す
る

「
即
席
寺
子
屋
」が
実
現
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表
層
崩
壊
に
よ
る
深
刻
な
土
石
流
発
生
の
可

能
性
、
熊
本
城
や
県
内
の
石
橋
、
住
宅
や
店

舗
な
ど
建
築
物
の
詳
細
な
被
害
状
況
が
次
々

に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
被
害
の
ひ
ど
か
っ
た
地
域
に
は
、
古
く

て
も
残
っ
た
建
物
、
新
耐
震
基
準
で
も
損
傷

し
た
建
物
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
調
べ

て
い
け
ば
残
っ
た
理
由
が
わ
か
り
、
今
後
の

設
計
に
役
立
ち
ま
す
」と
松
田
教
授
。
ま
た
、

「
社
会
基
盤
施
設
を
長
期
に
維
持
管
理
し
て

い
く
こ
と
は
国
の
課
題
。
被
災
事
例
を
調
査

し
て
い
け
ば
、
壊
れ
に
く
い
、
ま
た
は
壊
れ

て
も
修
復
を
容
易
に
す
る
合
理
的
維
持
管
理

の
仕
方
が
わ
か
る
は
ず
で
す
。
今
後
は
学
会

等
が
行
う
被
災
原
因
の
解
明
に
も
熊
大
が
全

面
的
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
」。
熊
本
大
学

だ
か
ら
こ
そ
担
え
る
、
自
然
災
害
に
ま
け
な

い
熊
本
の
再
生
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

様
々
な
課
題
を
解
決
し
、

体
制
維
持
に
奔
走

　

4
月
14
日
午
後
９
時
26
分
の
１
回
目
の

地
震
の
後
、
時
計
が
10
時
を
刻
む
の
を
待

た
ず
し
て
、
医
学
部
附
属
病
院
（
以
下
、

附
属
病
院
）
に
災
害
対
策
本
部
が
発
足
。

こ
の
時
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
ほ
ぼ
無
事

で
、
ト
リ
ア
ー
ジ
体
制
が
整
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
起
こ
っ
た
16
日
未
明
の
本
震
。

「
ま
ず
は
電
気
を
回
復
さ
せ
る
た
め
事
務

や
施
設
担
当
者
が
奔
走
。
そ
の
う
ち
に
、

市
民
病
院
を
は
じ
め
機
能
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
総
合
病
院
が
出
始
め
、
重
症
患
者
か
ら

順
次
受
け
入
れ
ま
し
た
」。
透
析
を
行
う

病
院
や
産
婦
人
科
病
院
も
機
能
が
止
ま

り
、
附
属
病
院
で
は
そ
ち
ら
も
受
け
入
れ

を
決
定
。
16
日
の
入
院
患
者
受
け
入
れ
数

は
、
救
急
搬
送
と
他
病
院
か
ら
の
受
け
入

れ
を
合
わ
せ
１
日
で
約
１
０
０
名
を
超

え
、
ベ
ッ
ド
は
廊
下
に
も
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
附
属
病
院
も
、
生
命
線
で
あ

る
水
が
止
ま
り
ま
し
た
。「
透
析
や
手
術

な
ど
病
院
で
一
日
に
必
要
な
水
は
１
０
０

ト
ン
。
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
検
討
し
た
結
果
、

熊
本
県
の
医
療
福
祉
部
が
協
力
し
て
く

次
々
に
患
者
を
受
け
入
れ
。地
域
医
療「
最
後
の
砦
」

多
く
の
病
院
が
機
能
を
停
止
す
る
中
、
地
域
医
療
の
「
中
核
病
院
」
と
し
て
機
能
を
維
持
し
続
け
た
医
学
部
附
属
病
院
。

そ
の
裏
に
は
、
２
０
０
０
名
の
職
員
お
よ
び
医
学
部
生
ら
の
奮
闘
が
あ
り
ま
し
た
。

れ
、
自
衛
隊
が
毎
日
ピ
ス
ト
ン
輸
送
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
17

日
か
ら
25
日
ま
で
続
き
、
通
常
業
務
に
当

た
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

「
16
日
の
午
前
２
時
く
ら
い
に
は
、
す
ご

い
数
の
職
員
が
病
院
に
来
て
い
ま
し
た
。

震
度
６
以
上
が
発
生
す
れ
ば
病
院
へ
集
ま

る
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り
ま
す
が
、

中
に
は
被
災
し
な
が
ら
も
駆
け
付
け
て
く

れ
た
職
員
も
い
た
と
思
い
ま
す
」。
職
員
た

ち
は
各
部
門
で
リ
ー
ダ
ー
を
配
置
し
、
混

乱
す
る
こ
と
な
く
、
次
々
に
運
ば
れ
て
く

る
患
者
へ
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
職
員

の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
学
校
が
休
み
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
子
育
て
中
の
職

員
は
、
地
震
の
心
配
も
あ
り
子
ど
も
だ
け

を
置
い
て
家
を
離
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
状

水田博志病院長
みず  た  ひろ  し

○ 本震後、井戸水の濁りが生じ、水道水と都市ガスは供給停止
　（電気は1時間半後に再開）
○ 早急に井戸水の濁りの解消を図り、16日（土）より透析再開
○ 水道水は、4月17日～25日、陸上自衛隊の給水車で計485
　 トン（のべ98台分）の供給を受ける

ライフライン

患者数：303名  内、入院患者数：158名　（4月14日～27日）

救急搬送患者（地震関連）の受け入れ

透析患者受け入れ：42名106件　化学療法受け入れ：18名19件
（4月15日～27日）

他医療機関で診療継続が困難な患者の受け入れ

熊本市民病院からの移送患者84名を含む101名（4月16日～20日）
産科受け入れ：39名 NICU受け入れ：11名（4月15日～27日）

外来患者数：7041名　手術件数（緊急手術）：169（14）名
（4月18日～26日）

他医療機関の重症患者の受け入れ

大学病院での診療・手術件数

こ
こ
ま
で
壊
れ
る
か
と

感
じ
た
本
震
の
威
力

　

熊
本
地
震
の
約
３
年
前
の
平
成
25
年
３

月
、
松
田
泰
治
セ
ン
タ
ー
長
は
じ
め
大
学

院
自
然
科
学
研
究
科
附
属
減
災
型
社
会
シ

ス
テ
ム
実
践
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

減
災
セ
ン
タ
ー
）
の
メ
ン
バ
ー
は
熊
本
県

の
地
域
防
災
計
画
の
策
定
に
関
わ
り
、Ｍ

７
．
９
を
想
定
し
た
布
田
川
・
日
奈
久
断

層
に
よ
る
直
下
型
地
震
に
対
す
る
被
害
想

定
結
果
を
県
に
提
出
し
ま
し
た
。
地
元
新

聞
で
も
７
回
に
わ
た
っ
て
報
じ
ら
れ
ま
し

た
が
、
県
民
の
防
災
意
識
を
十
分
喚
起
で

き
ず
、
情
報
の
伝
え
方
も
「
今
後
の
課
題
」

と
松
田
教
授
は
話
し
ま
す
。

　

熊
本
地
震
で
は
土
木
学
会
の
西
部
支
部

で
緊
急
調
査
団
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
前

震
直
後
か
ら
益
城
町
と
南
阿
蘇
村
の
調
査

を
行
っ
た
松
田
教
授
は
「
14
日
は
、
基
本

的
に
は
老
朽
化
し
た
旧
耐
震
の
建
物
が
倒

壊
し
て
い
る
印
象
で
し
た
が
、
16
日
の
本

震
後
は
、
あ
た
り
一
面
が
倒
壊
し
て
い
ま

し
た
。
ゆ
が
ん
だ
程
度
で
な
く
完
全
倒
壊

の
も
の
も
多
く
、
新
耐
震
基
準
の
建
物
で

も
こ
こ
ま
で
壊
れ
る
か
と
感
じ
ま
し
た
」。

自
然
災
害
に
負
け
な
い
国
に

前
震
直
後
か
ら
調
査
団
を
組
織
し
調
査
結
果
を
次
々
と
ま
と
め
、
復
興
へ
の
足
場
づ
く
り
も
着
々
と
進
め
て
い
る
の
が

大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
附
属
減
災
型
社
会
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
で
す
。

減災型社会システム
実践教育研究センター

観
測
デ
ー
タ
か
ら
も
、
強
く
水
平
に
揺
さ

ぶ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、「
非
常

に
厳
し
い
地
震
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
」。

熊
大
だ
か
ら
こ
そ
担
え
る

知
見
を
今
後
に
生
か
す
役
割

　

橋
梁
が
専
門
の
松
田
教
授
の
調
査
で
は
、

高
速
道
路
は
耐
震
補
強
が
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
高
速
道
路
を
ま
た
ぐ
跨
道
橋
に
被
害
が

多
か
っ
た
こ
と
や
、
新
幹
線
の
高
架
は
新
耐

震
構
造
で
被
害
が
軽
微
だ
っ
た
も
の
の
、
重

い
防
音
壁
の
落
下
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
減
災
セ
ン
タ
ー
の
鳥
井
真
之
特
任
准
教

授
の
調
査
で
は
、
地
盤
が
同
じ
阿
蘇
起
源
の

火
砕
流
堆
積
物
を
持
つ
地
域
で
も
、
溶
結
度

の
違
い
な
ど
地
質
に
よ
っ
て
被
害
に
差
が
あ

る
こ
と
や
、
想
定
内
だ
っ
た
布
田
川
・
日
奈

久
断
層
帯
の
地
表
地
震
断
層
の
ず
れ
に
対

し
、
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
内
の
阿
蘇
谷
で
見
ら
れ

る
地
震
動
を
原
因
と
し
て
形
成
さ
れ
た
断
層

は
研
究
者
に
も
予
想
外
だ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
以
外
の
熊
大
教
員
ら

の
調
査
で
も
、
熊
本
地
震
で
は
断
層
の
横
ず

れ
以
外
で
も
破
壊
が
進
ん
で
い
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
、
地
震
動
に
よ
る
斜
面
の
深
層
・

大学院自然科学研究科附属減災型社会システム実践研究教育センター　 http://iresc.kumamoto-u.ac.jp/
減災センター被災地調査等の資料・報告書はこちらからご覧いただけます。

況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
病

院
は
、
子
ど
も
た
ち
を
預
か
る
学
童
保
育

を
決
定
。「
こ
れ
に
は
、
多
く
の
医
学
部
生

が
協
力
し
て
く
れ
て
本
当
に
一
生
懸
命

や
っ
て
く
れ
ま
し
た
」。
２
０
０
０
名
の
職

員
と
学
生
の
奮
闘
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

想
定
を
超
え
る
非
常
事
態
に
熊
本
県
の
医

療
を
支
え
る
「
中
核
病
院
」
と
し
て
の
役
割

を
果
た
せ
た
と
水
田
病
院
長
は
話
し
ま
す
。

松田泰治教授

大学院自然科学研究科
附属減災型社会システム実践研究教育センター

まつ  だ  たい  じ

医学部附属病院

センター長

1314
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学
生
ら
が
見
せ
た

熊
大
の
底
力

　

こ
の
度
の
熊
本
地
震
に
お
き
ま
し
て
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
方
へ
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
学
に
対

す
る
、
他
大
学
、
病
院
、
研
究
機
関
、
企
業
、

国
際
機
関
、
国
お
よ
び
自
治
体
か
ら
の
多

大
な
る
ご
支
援
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
本
学
で
は
地
震
発
生
直
後
よ
り
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
学
生
お
よ
び
教

職
員
の
安
否
確
認
、
建
物
や
設
備
の
被
害

の
把
握
、
復
旧
作
業
等
に
全
力
を
傾
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
学
の
３
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
附
属
小

中
学
校
は
一
時
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
多
く
の
地
域
住
民
も
避
難
し
混
乱

す
る
中
、
活
躍
し
た
の
が
学
生
で
す
。
支

援
に
来
ら
れ
た
自
治
体
職
員
の
方
か
ら
は
、

熊
大
生
の
「
創
造
的
避
難
所
運
営
」
を
称

賛
頂
き
ま
し
た
。
専
門
性
や
日
頃
の
団
結

力
を
活
か
し
た
学
生
ら
の
支
援
は
本
学
以

外
の
避
難
所
に
も
お
よ
び
、
数
々
の
感
謝

の
言
葉
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
私
は
黒
髪

キ
ャ
ン
パ
ス
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
地
域
の
方
々
か
ら
「
熊
大
生
を
見
直

し
ま
し
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
自
身
も
あ
ら
た
め
て
、
本
学
学
生
の
主

体
性
や
行
動
力
に
感
服
し
ま
し
た
。

　

幸
い
、
本
学
に
は
災
害
復
興
を
専
門
と

す
る
教
員
も
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の
指
示

を
仰
ぎ
な
が
ら
、
学
生
ら
が
力
を
発
揮
し

た
避
難
所
運
営
の
や
り
方
は
、
近
隣
の
中

元
に
戻
す
だ
け
で
は
な
い
。

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
す

学
校
避
難
所
で
も
踏
襲
さ
れ
た
と
聞
き
ま

す
。
今
教
育
の
世
界
で
は
、
学
生
自
身
が

問
題
を
認
識
し
、
そ
の
解
決
を
見
出
す
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ

ま
す
。
厳
し
い
経
験
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
非
常
事
態
で
学
ん
だ
行
動
様
式
を
、

社
会
に
出
て
か
ら
必
ず
役
立
て
て
く
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

震
災
で
生
ま
れ
た
新
た
な
力

を
飛
躍
の
原
動
力
に

　

世
界
を
目
指
す
研
究
拠
点
大
学
で
あ
る
こ

と
、
地
域
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
牽
引
す
る
国

際
教
育
の
充
実
、
熊
本
の
若
者
を
熊
本
に
定

着
さ
せ
る
た
め
の
産
学
官
連
携
、
こ
れ
ら
が
本

学
の
本
来
の
役
割
で
あ
り
、
ま
ず
は
早
急
に
そ

の
役
割
を
担
う
体
制
に
戻
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
本
学
の
各
分
野
の
研
究
成
果

を
活
か
し
た
復
興
支
援
、
そ
し
て
特
に
地
震

に
関
連
し
た
新
し
い
分
野
の
活
性
化
を
目
指

す
こ
と
も
本
学
が
担
う
大
切
な
役
割
で
す
。

　

学
生
た
ち
は
非
常
事
態
を
経
験
し
た
こ

と
で
、
学
問
に
対
し
よ
り
積
極
的
な
姿
勢

を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
教
員
と
職
員
に

も
、
こ
の
状
況
を
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越

え
る
た
め
に
職
種
を
超
え
た
密
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
熊
本

地
震
を
経
て
生
ま
れ
た
こ
の
「
下
地
」
を

大
い
に
活
用
し
、
本
学
を
さ
ら
に
よ
り
よ

く
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

復
興
は
、
単
に
元
に
戻
す
の
で
は
な
く
、

さ
ら
に
飛
躍
す
る
と
い
う
心
構
え
が
な
け
れ

ば
進
み
ま
せ
ん
。
敗
戦
後
の
日
本
を
若
い
力

が
復
興
さ
せ
た
よ
う
に
、
若
い
人
に
は
苦
境

に
あ
っ
て
も
未
来
を
見
る
力
が
あ
り
、「
自

分
が
や
ら
ね
ば
」
と
思
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
力
を
今
、
熊
本
だ
け
で
な
く
日
本
全
体

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
教
育
・

研
究
機
関
で
あ
る
我
々
の
務
め
で
あ
る
と
考

え
、
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「熊本地震」は、最大震度 7 の地震が同じ場所で２回起きる観
測史上類をみないもので、本学にも大きな被害をもたらしました。
この災害から復興し、本学の教育力、研究力、そして社会貢献力
を更に大きく飛躍させ、研究拠点大学、地域に貢献する大学、国
際化した大学として貢献するためキャンペーンを実施します。
　キャッチフレーズ「復興の意気や溢るる熊本大学」は、本学
の前身の一つである旧制第五高等学校（五高）寮歌（武夫原頭
に草萌えて）の一節「意気や溢るる五高魂」から取りました。
五高魂とは、五高で受け継がれてきた「剛毅木訥（ごうきぼく
とつ）」の精神をいいます。未曾有の災害復興に、私たちは五高
魂を受け継ぐ「熊大スピリット」で立ち向かいたい。その心意
気を表しました。

失
わ
れ
た
ら
取
り
戻
せ
な
い

歴
史
あ
る
建
造
物
を
守
る

五
高
記
念
館
館
長
・
大
学
院
先
端
科
学
研
究
部　

伊
東 

龍
一
教
授

ね
」。
今
後
、
全
国
の
指
定
文
化
財
の
修
理

補
修
を
行
う
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保

存
技
術
協
会
が
調
査
に
入
り
、
修
復
計
画

が
進
め
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
つ
の
国
指
定
重
要
文
化
財
の
う
ち
、

五
高
記
念
館
で
は
二
本
の
煙
突
が
倒
れ
、

工
学
部
研
究
資
料
館
は
瓦
の
落
下
や
壁
の

亀
裂
、
化
学
実
験
場
も
煙
突
が
倒
れ
雨
漏

り
が
発
生
し
ま
し
た
。「
五
高
記
念
館
に
は
、

内
部
に
貴
重
な
資
料
も
展
示
、
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。
五
高
記
念
館
ス
タ
ッ
フ
は
も

ち
ろ
ん
文
学
部
の
先
生
方
が
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
り
、
み
ん
な
で
運
び
出
し
ま
し
た
」

と
伊
東
教
授
。
工
学
部
研
究
資
料
館
に
も
、

建
物
と
と
も
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
明
治
か
ら
大
正
期
の
貴
重
な
機
械

が
動
く
状
態
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

機
械
も
、
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
で
き
る

だ
け
早
く
搬
出
す
る
予
定
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
表
門

（
通
称:

赤
門
）
に
つ
い
て
は
、「
図
面
上

ひ
ょ
っ
と
し
て
内
部
に
鉄
筋
が
入
っ
て
い

る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今

回
、
び
く
と
も
し
て
い
な
い
の
で
、
実
際

入
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。
ま
た
、

被
害
が
出
た
と
は
言
え
、「
五
高
記
念
館
も
、

正
面
か
ら
見
る
と
レ
ン
ガ
の
壁
が
崩
れ
る

と
い
う
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
く
何
で
も
な

い
ぞ
と
い
う
顔
を
し
て
建
っ
て
い
ま
す
よ

伊東 龍一

大学院先端科学研究部
五高記念館館長

い  とう  りゅういち

教授

熊
大
な
ら
で
は
の
調
査
・
分
析
・
研
究
で
復
興
を
強
力
に
牽
引

　

地
域
に
根
ざ
し
た
国
立
大
学
と
し
て
、
熊
本
に
関
す
る
多
様
な
研
究
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
き
た

熊
本
大
学
。
熊
本
地
震
発
生
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
知
見
や
地
震
後
の
調
査
・
分
析
を
復
興
に
役
立
て

た
い
と
、
研
究
者
ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
学
で
は
、
そ
れ
ら
を
組
織

化
し
た
「
熊
本
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

震災復興デザインプロジェクト

〇リーダー：柿本竜治（大学院先端科学研究部教授）
〇特徴：被災地での都市計画やまちづくりは、通常の何倍もの
速度で進められる。短期間に、行政と住民の間で地域の将来像
が共有されないと、復興の足かせになる。熊本大学は、被災地
にサテライトラボなどを設け、復興の現場で熊本大学の専門家
が住民と対話しながら、地域の将来像を描く支援を行う。

阿蘇自然災害ミチゲーションプロジェクト

〇リーダー：松田博貴（大学院先端科学研究部教授）
〇特徴：火山性地質という特異性による、地すべり、土石流、泥流、
アースフローなどの山体崩壊の自然災害発生メカニズムの解明
と、崩壊堆積物による今後の二次災害などへの適切な防災・減
災対策を通じて、将来にわたり阿蘇の美しい風景を地域産業、
観光資源として享受できる自然災害に柔軟に対応した社会づく
りに挑戦する。

熊本水循環保全プロジェクト

〇リーダー：川越保徳（大学院先端科学研究部教授）
〇特徴：阿蘇山系から有明海に流れる河川の流域や、熊本の豊
かな地下水を育み、かつその恵みを受ける地域での水の循環シ
ステムと水質に対し、熊本地震が与えた影響を明らかにする。
さらに、今後将来に向けた堅牢で健全な水循環の維持と地下水
資源を保全するためのグランドデザインを創出する。

熊本城等被災文化財の復旧・活用支援プロジェクト

〇リーダー：山尾敏孝（大学院先端科学研究部教授）
〇特徴：熊本城をはじめとする被災文化財や歴史的建造物の復
旧・活用を支援する仕組みを構築し、熊本県と熊本市との連携
を密に取り、大学として行うべき役割を実施する。

地域医療支援プロジェクト

〇リーダー：水田博志（医学部附属病院長・副学長）
〇特徴：地域住民が安心して暮らせる熊本を取り戻すため、先
端医療による地域医療支援を行う。

産業復興プロジェクト

〇リーダー：松本泰道（理事・副学長・くまもと地方産業創生センター長）
〇特徴：熊本大学の知的資源を有効に活用に、くまもと地方産
業創生センターを中心に、ＣＯＣ＋参加大学、自治体や経済界等
と連携しながら、被災した１次２次３次産業の復旧・復興を支
援し、ベンチャー等新産業の創出により、震災前よりも活性化
した熊本を創生する。

復興ボランティア活動支援プロジェクト

〇リーダー：安部美和 ( 政策創造研究教育センター特任助教 )
〇特徴：災害復興から日常生活へ向けた生活環境の移行の中
で、災害復興の各ステージに応じ、学生ボランティアの協働
や大学の知的資源、専門性を活かしたコミュニティ支援を実
施し、自然災害に対するしなやかでしたたかな地域社会の復
興に寄与する。

プロジェクト技術支援ユニット

地域や自治体のニーズに応えるため
大学シーズをプロジェクト化し復興に役立てる

〇リーダー：尾原祐三（大学院先端科学研究部教授）
〇特徴：各種センサー、レーダ技術、ドローン技術、ロボット
技術などの最新のセンサリング・モニタリング技術や画像処理、
ビックデータ処理などの様々なデータ解析法を用いて復興プロ
ジェクトを支援する。

産官学の総力を結集し、熊本復興を早期実現

連携
協力

国・県・市町村
国内外の大学・研究機関
経済団体等
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　多くの方々から、本学の早期復旧のためにいただいているご支援について感謝申し上げます。

　熊本大学は、皆様からいただいた支援を復興の推進力とし、一日も早い復帰を遂げ、被災前を上回

る大学へと飛躍できるよう努めてまいります。

※震災直後から、文部科学省、一般社団法人国立大学協会を中心に被災した本学への支援を各大学へ働きかけていただき、九
州大学が総合窓口として、本学に必要な人的・物的支援を展開していただいています。

※掲載内容は、６月１０日時点で熊本大学災害対策本部が把握している支援です。全てのご支援を網羅できていない
点もあるかと存じますが、ご容赦いただければ幸いです。なお、こちらに掲載しておりませんが、研究室単位でも大
変多くのご支援をいただいており、大変感謝申し上げます。

避難所運営等に必要な物資の支援

＜企業：16社＞
( 株 ) ジャパネットたかた、日立造船 ( 株 )、九州電力
(株)、(株)ムラタ溶研、三菱商事(株)、(株)神戸製鋼所、
( 株 ) 恵信工業、新日鐵住金 ( 株 )、ジブラルタ生命保
険 ( 株 )、( 株 ) リケン、日鉄鉱業 ( 株 )、丸三産業 ( 株 )、
岩谷産業 ( 株 )、大正製薬 ( 株 )、九動 ( 株 )、税理士法
人近代経営
＜国立大学：９大学＞
山梨大学、奈良先端科学技術大学、山口大学、九州大学、
九州工業大学、佐賀大学、長崎大学、宮崎大学、鹿児
島大学

学生教育への支援

就職への支援

たくさんのご支援、
ありがとうございました。

（学生への図書館開放 (大学等 )：５３大学）
（留学生への避難支援及び各種相談対応等：１１機関）
（授業科目の開放：３大学）
九州大学、鹿児島大学、広島大学
（大学院生への研究指導支援：４大学）
千葉大学、広島大学、山口大学、九州大学
（その他：法科大学院協会からの支援要請を受けて
　　　　 千葉大学1名、九州大学3名受入）

復旧のための業務支援

（施設調査に係る人的支援：６大学）
九州大学、佐賀大学、長崎大学、宮崎大学、
鹿児島大学、琉球大学
（ボランティア活動支援：２大学）
東北大学、宮城教育大学

基金・寄附

P21-22 をご覧ください。

（学生向け就職セミナーへの参加受入）
九州大学
（その他：各企業で就職活動に配慮）

附属病院への支援

研究継続への支援

（物的支援）
＜病院等：１病院、１保健所＞
桜十字病院、諫早保健所
＜企業：２社＞
(有 ) エマージェンシー、(株 ) 大塚製薬
＜官公庁：２機関＞
熊本県庁、防衛省
＜私立大学：２大学＞
福岡大学、久留米大学
＜国立大学：６大学＞
九州大学、佐賀大学、長崎大学、大分大学、
宮崎大学、鹿児島大学

（研究機器の無償利用等表明）
＜企業：２社＞
コーニングインターナショナル (株 )、田淵電機 (株 )
＜私立大学：１大学＞
藤田保健衛生大学
＜大学共同利用機関法人等：８法人等＞
自然科学研究機構、情報・システム研究機構、物質・材
料研究機構、科学技術振興機構、理化学研究所、九州先
端科学技術研究所、アステラス病態代謝研究会、日本医
療研究開発機構
＜国立大学：１１大学＞
北海道大学、帯広畜産大学、東北大学、東京大学、東京
工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、岡山大学、
広島大学、九州大学

入学料・授業料免除

●支援内容

被災状況に応じて入学料・授業料の減免もしくは全額免除

●対象者

・学資負担者が災害救助法適用地域に居住し、市区町村長

又は消防署長が証明する「り災証明書」により、その家

屋等が全壊、大規模半壊、半壊等であると証明された者

・学資負担者が震災により死亡（行方不明を含む。）した者

●問合せ　

学生支援部学務課経済支援担当（TEL:096-342-2126）

●支援内容

①緊急支援一時金（平成28年度）　10万円

②緊急支援奨学金（平成28年度、29年度）　120万円

　（年間給付額）

●対象者

・学資負担者が死亡又は行方不明の者（①、②）

・学資負担者が失業又は就業の見込みが立たないことに伴

い経済的に困窮している者（①、②）

・ 学資負担者の家屋が全壊、大規模半壊及び半壊の者（①）

・学資負担者の家屋が全壊及び大規模半壊の者（②）

・学生本人（自宅外通学）のアパート等の一部損壊等によ

り転居した者（①）

・怪我等をして入院した者（①）

●募集時期

熊本大学公式ウェブサイトでお知らせします。

●問合せ

学生支援部学務課（TEL:096-342-2123）

●震災により、心と体の悩みを抱えている方はお気軽に

ご相談ください。

・学生支援室（TEL:096-342-2765､2766）

臨床心理士 1 名（女性）、キャンパスソーシャルワーカー

●学生支援部学務課生活支援担当

　（TEL:096-342-2124）にお問い合わせください。

住まいの支援

メンタルヘルス

被災した学生・入学希望者の皆さんを

熊大は全力で応援します！

（熊本地震に伴う大学独自の免除制度）

熊大復興の意気や溢るる奨学金
（熊本地震復興事業基金等による熊本大学独自の奨学金）

（給付型）

被災学生に対する支援

学生支援情報

●支援内容　入学検定料の全額免除

●対象者

・災害救助法適用の地域で被災した世帯の学生で、家計

急変のため修学が困難となった者

・学資負担者が災害救助法適用地域に居住し、公的機関

発行の「罹災証明書」により、家屋が全壊、大規模半壊、

半壊及び流失したと証明された者

・学資負担者が震災により死亡（行方不明を含む。）し

た者

●申請に関しては各募集要項をご覧ください。

●問合せ　学生支援部入試課（TEL:096-342-2148）

入学検定料免除

入学志願者に対する支援

（学生寄宿舎）

1名（女性）

・保健センター（TEL:096-342-2164）

医師2名（男性）、看護師2名（女性）、臨床心理士1名（女

性）

・学生相談室（TEL:096-342-2128）

キャンパスソーシャルワーカー1名（女性） 
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落ち着きを取り戻した学内では、学生たちが被災前と同じように勉学に取り組んで
います
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アーケード街でのパレードの様子

　熊本地震から6か月、東日本大震災から5年。
医学・薬学・工学・理学・文学の知を集め、地
域と共に健康・安全・防災・減災について考
えます！

【開催日時・場所】
平成２８年１０月８日（土）  午後
熊本大学薬学部多目的ホール、
宮本記念館および第一講義室

【参加対象者】
一般の方どなたでも

（学内からの参加も可能です）
【参加費】　無料
【問い合わせ先】
熊本大学 教育研究支援部 生命科学系事務課
 リーディングプログラム推進チーム
TEL：096-373-5785・5006

【URL】
http://higoprogram.jp/

REPORT

熊本大学グローバル教育カレッジ棟オープニング記念イベントを開催しました

　熊本大学のグローバル教育推進のシンボル
施設として整備した「グローバル教育カレッジ
棟」の竣工と利用開始を記念して、４月６日
(水 )にオープニングイベントを開催しました。
　記念式典ではモーリーン＆マイク・マン
スフィールド財団の園田隆則氏による特別
講演を実施し、熊本県内外の学校教育関係
者約１００人が参加しました。
　続いて一般参加イベントとして、英語での
授業体験や、平成29年度に開設するグローバ
ルリーダーコースの説明会等を実施し、高校
生や大学生ら１００人以上が参加しました。
参加者からは「世界で働くコミュニケーショ
ン力をつけたい」「大学在学中に留学したい」

REPORT

大学教育統括管理運営機構設立記念式典を開催しました

熊本大学大学教育統括管理運営機構案内板前にて
（右から原田学長、古島機構長）

等の声が聞かれました。
　グローバル教育カレッジでは、英語によ
る教養科目（グローバル科目）の授業のほか、
在学生の英語力向上を支援する授業外活動

　４月１３日、夏目漱石が旧制第五高等学校（現在の熊本大学）の英語教師として赴任
してから１２０年を記念し、「おかえりなさい　漱石祭」が開催されました。漱石は１
８９６（明治２９）年のこの日に池田駅（現 JR上熊本駅）に降り立ったとされ、JR上熊
本駅では蒲島県知事、大西熊本市長、原田学長、くまモンらが、劇団員扮する漱石先
生を歓迎しました。
　漱石が熊本滞在期間中、五番目に住んだ内坪井の旧居前では、壺川小の児童らが出
迎える中、漱石先生が人力車で現れました。その後、横断幕を手にした漱石先生と関

係者を先頭に、県警音楽隊の演
奏で歓迎パレードがスタート。
城東小児童や、マントを纏い五
高時代の学生に扮した熊大生ら
およそ１５０名が市内のアー
ケードを練り歩きました。

　熊本大学は、６月１日（水）、「熊本大学大
学教育統括管理運営機構」の設立記念式典
を学内で行いました。
　同機構は、従来本学に設置していた「大学
教育機能開発総合研究センター」及び「教養
教育機構」を廃止し、全学共通教育におけ
る教育の質を統括管理するガバナンスの高
い組織として６月１日に設置したものです。
変容する入試制度と多様な入学者に対応し、
これまで蓄積されてきた膨大な教学データ

を基に大学のビジョンと戦略から全学共通
教育を構築し、本学が掲げる教育目的を達
成するための中心的役割を担うものであり、
入口から出口まで一貫した教育の質を保証
するため、入試、教養教育、評価を統括管
理する機能をもった新たな組織となります。
　式典には本学関係者約４０名が参加し、
学長挨拶に続いて、同機構施設玄関前にて
看板除幕式が行われ、その後、同機構長に
よる概要説明が行われました。

「お帰りなさい  漱石祭」が開催されました
くす玉割りの様子 授業体験「Living in a Globalized Society」

「english-TALKmon」や、高校生等に大学入
学前に国際的に学べる環境を提供する「熊大
グローバル Youthキャンパス事業」のイベ
ントなどを実施していきます。

　文化財散歩は、発掘調査　で明らかになっ
たキャンパスの歴史を、現地を歩きながら追
体験する催しです。今年は６月２７日～７月
１日、黒髪地区と本荘地区で実施しました。
　黒髪地区では、約３７００年前の縄文人骨
や、奈良・平安時代の「國」文字の土製印が
出土した地点などを巡りました。埋蔵文化財
調査センターの展示室では、縄文土器や明治
の赤煉瓦などの遺物に触れることで、往古を
体感して頂きました。
　本荘地区では、古墳時代から平安時代に続
く集落、江戸時代の水路などが見つかった地
点を巡り、本荘北地区の遺跡の移り変わりと
人々の生活について紹介しました。
　今年は熊本地震の影響で「散歩」の実施時
期が梅雨にずれ込んだにもかかわらず、学生・
教職員・一般の方５０名の参加がありました。

　参加者からは「熊大の中にこんなに遺跡が
あると知って驚きでした」「文献などの記録
はないのですか？」などの感想・質問が寄

せられました。震災復旧の傍ら、今後も身
近な歴史を体感できる機会を作ってまいり
ます！

「第9回 くまもと都市戦略会議」
が開催されました

　熊本県と熊本市、熊本大学、熊本の経済２団体のトップが集う「くまもと都市戦略会議」
が６月２７日に開催されました。
　この日の会議では、熊本経済同友会、県商工会連合会、県中小企業団体中央会、県
経営者協会、熊本商工会議所の熊本経済５団体から、熊本地震からの創造的復興に向
けた緊急提言が熊本県、熊本市、
熊本大学に提出され、創造的復
興に向けた宣言を決議しました。
　本学では熊本復興支援プロ
ジェクトを始動しており、大学
のシーズを創造的復興に向けて
役立てていきます。

恒例の「地下と地上の文化財散歩」を開催しました

埋蔵文化財調査センターの展示 煉瓦造りの重要文化財！ 足下は古墳時代の村（本庄遺跡）

※熊本大学は県内有数の遺跡の上にあるため、学内の整備等で遺跡の破壊が避けられない場合、埋蔵文
　化財調査センターが事前に発掘調査を行っています。

REPORT

REPORTREPORT

REPORT

熊本大学・東北大学連
携震災関連市民公開
講座（仮）を開催します

INFO

平成２８年度ひらめき☆ときめきサイエンスプログラムを実施します！

① 未来の私を守るのは今の私。若い女性がかかる子宮頸がんは予防できることを学ぼう！
② 作って贈ろう全国へ！盲学校用おしゃべり学習器のものづくり教室
　研究機関で行っている最先端の科研費の研
究成果について、高校生・高専生の皆さんが、
直に見る、聞く、ふれることで、科学のおも
しろさを感じてもらうプログラムです。

【開催日時・場所】
① 平成２８年　８月 １１日（木）
熊本大学　薬学部（大江キャンパス）
② 平成２８年　９月 ２５日（日）
熊本大学 黒髪南キャンパス
工学部研究棟 IV 1階 基礎実験室

【参加対象者】
①② 高校生※事前申込が必要です
(1)WEB申込の方法
日本学術振興会 HP
(http://www.jsps.go.jp/hirameki/)のメニュー
にある「実施プログラム一覧」のページから参
加申込をクリックして、必要事項を入力
(2)本学への直接申込
①住所：〒862-0973
熊本県熊本市中央区大江本町５－１
TEL(FAX)： 096-371-4160
E-mail：arimah@gpo.kumamoto-u.ac.jp

有馬　英俊（ありま　ひでとし）熊本大学　
大学院生命科学研究部（薬学系）・教授
申込締切日：平成２８年７月２９日（金）
※当プログラムは、定員を超えた場合は申込
締切日後に抽選を行い、８月３日（水）までに
郵便（またはメール）にて全員にご連絡します。
②住所：〒860-8555
熊本市中央区黒髪２丁目３９番地１号
TEL(FAX)： 096-342- 3623　（096 -342-3630）
E-mail：hiratoki2016@tech.eng.kumamoto-u.ac.jp
須惠　耕二（すえ　こうじ）熊本大学 工学部 
技術部・技術専門職員
申込締切日： 平成２８年９月２日（金）
※当プログラムは、定員を超えた場合は申込
締切日後に抽選を行い、９月９日（金）までに
郵便（またはメール）にて全員にご連絡します。
※申込の際は、下記の必要事項を記入のうえ、
メール、FAX等で送付してください。
１．参加プログラム名・日付
２．氏名（フリガナ）
３．学校名・学年
４．性別

５．生年月日
６．連絡先住所（郵便番号）
７．電話番号、FAX番号（無ければ空欄可）、
E-mail（無ければ空欄可、携帯メール記載の
場合は受信拒否解除設定願います。）
８．保護者からの参加同意の有無
９．家族・学校関係者見学（参観）者の有無

（「有」の場合、見学(参観)者の氏名（フリガナ））
10．応募するにあたって（聞きたいこと、　　
知りたいこと等があれば記入）

【参加費】
無料

【問い合わせ先】
熊本大学 マーケティング推進部 研究推進課
　TEL 096-342-3242
　E-mail：gjk-somu@jimu.kumamoto-u.ac.jp

【URL】
日本学術振興会ホームページ 
http://www.jsps.go.jp/hirameki/
熊本大学ホームページ  
http://www.kumamoto-u.ac.jp/kenkyuu/news/

INFO

※
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熊本大学基金へのご協力に感謝し、心より御礼申し上げます。
№３４（平成２８年３月１日～平成２８年５月３１日）

　卒業生の皆様、在学生の保護者の皆様、法人・団体等の皆様、本学の退職者及び教職員の皆様から、これまでに約７億１７３９万円（平
成２８年５月３１日現在）のご寄附をいただき、研究・教育に資する事業に取り組ませていただきました。また、平成２８年の熊本地震
復興事業基金へのお寄せいただきました寄附金は、熊本大学の復興に向けて、被害学生へ対する修学支援や被災しました建物の修繕費、
設備・機器の更新・修理費のために、大切に活用させていただきます。皆様のご協力に厚く御礼申し上げます。
　今号では、平成２８年３月１日から平成２８年５月３１日までの間に入金を確認させていただきました個人１０１８名、７８法人・団
体等の寄附者すべての皆様へ感謝の意を込め、ご芳名を掲載させていただきます。公開を希望されない寄附者の皆様につきましては、掲
載しておりません。
　また、万一お名前に記載漏れがある場合は、誠に恐縮ではございますが、基金事務室（電話：096-342-2029）までご連絡ください。　
皆様の更なるご支援とご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

　この度の平成２８年熊本地震により熊本大学学生・教職員をはじめ、施設、設備にも多大な被害を受け、現在、熊本大学は本来の大学
機能を取り戻すべく復興に全力を注いでいるところです。また、多くの企業・団体・個人の方からは、多数の寄附金 ( 義援金 ) のお申し入
れをいただいており、心より感謝申し上げます。そこで、熊本大学としましては、これらのお申し入れをお受けするため、「熊本地震復興
事業基金」を設置いたしました。
　つきましては、ご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   国立大学法人熊本大学長　原田 信志
熊本地震復興事業基金については、下記の方法によりお申込みください。
■クレジットカードによるご寄附
熊大ホームページ (http://www.kumamoto-u.ac.jp/kikin/fukkou) から「クレジットカードによるご寄附のフォーム」で必要事項をご入力
の上、お申込みください。
■払込用紙によるご寄附

（個人様及び法人・団体様）「寄附申込書」を熊大ホームページ (http://www.kumamoto-u.ac.jp/kikin/fukkou) からダウンロードいただくか、
下記連絡先までご請求ください。同申込書に必要事項をご記入・ご捺印の上、同じく下記連絡先までお送りいただきますと、折り返し、
熊本大学基金「お振込依頼書」をお送りいたします。

（個人様のみ） 個人様の場合、熊大ホームページ 　(http://www.kumamoto-u.ac.jp/kikin/fukkou) から「Web からのお申込フォーム」でも
必要事項をご入力の上、お申込いただけます。その場合、最後の画面でお振込先が表示されますので、そちらの口座までお振り込みください。
復興事業基金については、学部、研究科、研究所等への個別の支援を特に希望される場合
には、申込の際に、寄附目的等にご記入ください。ただし、その内５０％は被災した学生
や留学生への修学支援の資金として全学的に使用させていただきます。　　　　　　　　
　　　　

（従来の事業はこちらをご覧ください。） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kikin/jigyou

連絡先　熊本大学基金・同窓会事業室
〒860-8555 熊本市中央区黒髪２-３９-１
TEL：０９６-３４２-３１２９、２０２９
E-mail：kik-doso@jimu.kumamoto-u.ac.jp

　文部科学省が実施している「地（知）の拠点
大学による地方創生推進事業（COC+）」の一
環として、COC+大学（熊本大学）及び COC+
参加校（熊本県立大学、熊本学園大学、崇城
大学、東海大学、尚絅大学、九州看護福祉大
学、熊本高等専門学校）が主催となり、学生
や一般市民の方を対象とした地方創生公開講
座を開催しています。
　地方創生公開講座の目的は、１）地方で元
気に活躍している企業を参加者に広く知って
もらうこと、２）特にこれから就職をどこに
しようかと考えている学生さんたちに、身近
な地方に素晴らしい会社とそこで元気に働い
ている社員がいることを知ってもらうこと、
３）そのことによって人生の選択の幅を広げ
てもらうことにあります。

地方創生公開講座を開催しています

　この地方創生公開講座が熊本地方の創生に
つながる一助となればと願っています。

【日時】
(1) １０月１５日（土）13時30分～15時
講師：繊月酒造株式会社社長
タイトル：未定
(2) １０月１５日（土）15時30分～17時
講師：株式会社ニフコ製造企画部長
タイトル：『震災を乗り越え新たな「知」のス
テージ　～ニフコ本体の戦略から見た NF熊
本への期待と展望～』（仮題）

【会場】いずれも熊本大学附属図書館
【参加対象者】学生及び一般の方どなたでも
【申込方法】会場の準備のため、事前にお申
し込み頂ければ幸いです。事前のお申し込み
がなくとも、当日ご自由にお越しください。

【参加費】無料
【問い合わせ先】
くまもと地方産業創生センター
特任教授　大熊　薫　
電話：096-342-3288（101）
E-mail:coc-plus@jim.kumamoto-u.ac.jp
Facebook：
https://www.facebook.com/kumamotoCOCplus/
Instagram：
https://www.instagram.com/kumamotococplus/
Twitter：https://twitter.com/KumamotoCOCplus

登録フォームは右記QRコードか
下記アドレスからお願いします。

https://kikiyoru.kumamoto-u.a
c.jp/form/index.php?id=118

INFO

熊本地震復興事業基金の設置についてINFO
２．お名前のみ掲載を希望された寄附者の皆様
　　（五十音順・敬称略にて掲載させていただきます。）　　※［　］内の数字は、累計寄附回数（回目）です。

３．お名前・寄附金額の掲載を希望されなかった寄附者の皆様
個人５９０名、１５法人・団体等

１．お名前・寄附金額の掲載を希望された寄附者の皆様
　　（寄附金額別、五十音順・敬称略にて掲載させていただきます。）　※（　）内の数字は、累計寄附金額（万円）です。



【原画】松永  拓己／教育学部 准教授

立ち込める雲のようなもやは、今回の熊本地震をあらわし、その中で未来を
担う子どもと手を差しのべる熊大生を描いています。また、熊本大学のシン
ボルである五高記念館は、地震の被害を受けましたが、そのような中でもキャ
ンパス内に多く植えられている銀杏の木はまっすぐに上を向いて伸びてい
ます。歴史と伝統、そして創造する森に生きる熊大生の姿を象徴しています。
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